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廃校のデジタルツイン化で新たな関係人口
増加に繋がる利活用の調査研究

有限会社ナカノジョイントカンパニー P1



＜調査研究活動 課題名＞
『廃校のデジタルツイン化で新たな関係人口増加に繋がる利活用の調査研究』

＜調査研究活動 代表者＞

有限会社ナカノジョイントカンパニー 代表取締役 中野 秀志 （発表 兼久 信次郎）

＜調査研究活動 期間 ＞

令和4年10月3日 ～ 令和5年3月31日

第二期～令和6年3月31日

＜調査研究活動 概要 ＞

1. 研究の目的

2. 研究活動

3. 波及効果

4. 今後の展開 -令和５年度の取り組み-
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＜調査研究活動 概要 ＞

1. 研究の目的

＜1.1 目的・背景＞

・地方での人口減少が進む中、オンラインでつながる新たな関係人口に着目し、使われなくなった
廃校や休眠施設をデジタルツイン化することで、県外の人・実際にその場所に来れない人と住民と
の交流の場を創出し、移住やワーケーション、バケーション以外の人流で地域とつながる新たな活
用方法を調査研究する。

□愛媛県久万高原町において柳井川小学校跡地（以下廃校）の利活用を募集が行われていた□

久万高原町の人口は、7,000人弱。年間150人～250人程度人口減少が進む中、廃校や休眠施設の利
活用に新たな関係人口を増やすヒントがあると考えた。

現在、柳井川地域魅力化計画で地域の方々と廃校利活用に関してディスカッションを重ねておりま
す。より多様な人たち（リアルに対面では意見交換がなかなかできない町外の学生、エンジニア・
県外の方）の意見も集めて利活用を考えていきたいとの声もあり、デジタルツイン化した廃校空間
で参加者を募り、関係人口を増やしていける様なイベントとイベントを実施する空間を企画しまし
た。
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＜調査研究活動 概要 ＞

1. 研究の目的

＜1.2 久万高原町の課題＞

山間部の廃校「旧柳井川小学校」を都市部との交流拠点にしたい

平成の大合併で生まれた久万高原町は、愛媛県の中で最も広大な面積を持つ中山間地域で、基幹
産業は林業と農業です。人口は年々減少を続け、令和４年７月末時点で7,500人余り。さらには高
齢化率もほぼ50％という過疎高齢化が進む地域です。
この度COGにエントリーしたのは、子どもの減少により廃校となった「旧柳井川小学校」という

素晴らしい素材を活用した地域の活性策を幅広く募集したいと考えたことがきっかけでした。昭和
63年にRC構造にて建築された校舎は、木質化された内装で、堅牢さと温かさ・柔らかさを併せ持っ
ています。また、広いグラウンドや目の前に迫る山々、さらには仁淀川の支流に流れ込む黒川が足
元に流れるというロケーションも魅力です。
町内全域に光通信網の整備が行われたことにより、可能となったデジタル通信技術を活用するな

ど、町の魅力を届けて関係人口を拡大させ、ここに暮らす人々の活力につながり、持続的に人が流
動する施設としてトランスフォームできればと考えております。

出典：COG2022（チャレンジ！！オープンガバナンス）自治体からの課題より抜粋

https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/padit/cog2022/area/shikoku.html#kumakogen-chou
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＜調査研究活動 概要 ＞

2. 研究活動

＜実施した研究活動＞

2.1 廃校デジタルツイン化

2.1.1 バーチャル教室作成

2.1.2 廃校外観のスキャン

2.2.1 バーチャル博物館スキャン

2.2.2 携帯デジタルデータ化（一部のみ）

2.2.3 古民具デジタルデータ化（一部のみ）

3.1 付随するマニュアル
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令和5年度も
継続して活動

成果物が三次元データの為、
四国情報通信懇談会会員様に向け
以下ページにリンク先を記載し公開

https://x.gd/3l50S

令和4年度の活動では、関係人口増加に繋げる新たな交流スペースを、
仮想空間に創出する目的で、廃校のデジタルツイン化に取り組みました。
卒業生の多くの方が町外に出て行ってしまいましたが、仮想空間であれ

ば距離の制約も少なく、母校はじめ町への帰省体験も可能と考えました。



＜調査研究活動 概要 ＞

3. 波及効果

＜3.1 活動評価として1＞

チャレンジ！！オープンガバナンス2022 ポスター展にて

視聴者オンライン投票で 銀賞受賞！
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＜調査研究活動 概要 ＞

3. 波及効果

＜3.2 活動評価として2＞

愛媛デジタルツインフォーラムへの参画

久万高原町さん、柳井川地域づくり協議会のみなさんと
活動している「みんなでつくるデジタルツイン旧柳井川
小学校」をエリアを愛媛圏域に拡大した「みんなでつく
るデジタルツインえひめ」を立ち上げ、愛媛デジタルツ
インフォーラム実行委員に参加しました。

フォーラム開催後、反響も大きく、愛媛県のデジタルツ
イン（デジタルツイン/PLATEAU/オープンデータ/デー
タ連携基盤）に係るプロジェクトがR5年動き出します。

◇デジタルツインが重要な技術と認知されだしました。
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＜調査研究活動 概要 ＞

4. 今後の展開 -令和５年度の取り組み-

＜廃校のデジタルツイン化を継続して進める＞

4.1 バーチャル博物館作成

携帯電話・古民具のデジタルデータを展示する廃校内にバーチャル博物館の作成

4.2 携帯デジタルデータ化

木暮 祐一氏所有の携帯電話をデジタルデータ化し、廃校内バーチャル博物館に展示

4.3 古民具デジタルデータ化

久万高原町所有の古民具をデジタルデータ化し、廃校内バーチャル博物館に展示

4.4 愛媛のオープンデータ/デジタルツイン推進活動
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